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令和２年度第３回（第 31 回）魚沼市地域公共交通協議会 議事要旨

１．開 会

〇事務局

・10月１日付けの人事異動により、

東日本旅客鉄道㈱浦佐駅長の山崎委員が退任し、山田委員が就任した。

２．開会あいさつ（佐藤会長）

３．協 議

１）魚沼市地域公共交通計画（素案）について

【（資料№1）第１編 魚沼市の現状及び地域公共交通が解決すべき課題について説明（事務局）】

【（資料№2）第２編 魚沼市地域公共交通計画について説明（事務局）】

【質疑、意見等】

〇宮腰副会長（長岡工業高等専門学校）

・前回協議会から 1か月ぐらいしか経ってないので、情報の取りまとめに苦戦したと感

じた。

・最初の魚沼市地域公共交通総合連携計画や魚沼市公共交通網形成計画にも、ある程度

重要な点を押さえてあるので、それらと比較したうえで次回までに整理してもらいた

い。

・近年、幹線の路線バスで必ず止まるのは病院といわれているが、現状は幹線が小出病

日 時 令和 2年 10 月 12 日（月）13:30～15:20

場 所 魚沼市役所 本庁舎 議会会議室

出席委員 23 名（うち代理出席 5名） ※別紙、出欠名簿のとおり

欠席委員 2名

事 務 局 6名

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 2 名

傍 聴 者 0名

会議次第 １．開 会

２．開会あいさつ

３．協 議

１）魚沼市地域公共交通計画（素案）について

２）その他

４．その他

５．閉 会

会議結果 承認

会議概要 下記のとおり（要点記録）
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院に入っていない。乗合タクシーや循環線があることで、市街地内のさまざまな施設に

行けるので、それらと路線バスがどう結節するのか、具体的には病院で結節するのか、

市役所で結節するのか、冬は暖かいところで、夏は涼しいところで少し待っていると乗

り継げる。これらの場所を使って快適に乗り継げる待合環境の整備について考慮して

もらいたい。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・次回までに方向性を含めてどの様に計画して行くか示してほしい。

〇事務局

・事業者と相談しながら検討したいと思う。

〇佐々木委員（国土交通省北陸信越運輸局）

・地域公共交通網形成計画の施策ができたのかできなかったのかは分かったが、結果を

総括するとどうだったのか振り返ったほうがいい。また、達成度評価指標をどう評価す

るのか明確化したほうがいい。

・課題について、どこからその課題が出てきたのかもう一度考えてほしい。

・課題について、内容が抽象的である。そのため、具体的な施策が課題から見えてこな

いと思う。

・例えば、どういう環境に置かれている人の移動が不便なのか明らかにし、その部分を

こうしなければならないというのが本当の課題であるはず。地域によって課題も異な

ってくるため、その点も記載したほうがいい。

・第３章になると、急に抽象的になっている。つまり、魚沼市の課題が何か分かりにく

い。第３章はきれいな言葉で書かなくていいので、課題を具体的な言葉で書いてほしい。

・課題がぼやけているので計画骨子も全体的にぼやけている印象である。

・計画骨子について、基本方針が変わっているのに施策は変えなくていいのか疑問。今

までの施策を継続するのか、事情が変わって、例えば路線バスの撤退があったりするな

どして、今までの計画だけでなく事情が変わっているから、更にやらなければならない

ことが出来ているのか、考え方が不透明ではないかと思う。

・今の計画がどう評価されるかと言う部分があって、そこからどう課題を設定して、ど

う施策を磨いていくのかという観点で検討をいただけるとありがたい。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・今ほどの意見で事務局から何かあるか。

〇事務局

・もう一度精査して次回示したいと思う。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・目標３の地域公共交通情報の適切な提供について、達成度評価の中で認知度の指標が

あるため、課題として挙げていると思うが、適切な情報提供を把握するための指標が認

知度だけでいいのかが課題だと思う。

・地域公共交通情報の適切な提供であれば、もっと項目があってもいいと思う。市民向

けなのか来訪者向けなのかも含めて多面的にみていく必要がある。

・新しい施策でも広報の展開と前回から変わっておらず、広報の展開だけで認知度を上
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げていくことは難しいと思う。それに対する個別の取り組みとかが出てくれば深掘り

できると思う。

・個別のテーマを設定した取り組みが情報発信になって行くと思うので、それら組み立

てていくことが必要ではないかと思う。それらを含めて次回提示してもらいたい。

〇中川委員（入広瀬コミュニティ協議会）

・入広瀬では認知度を高め、何時にどの場所にコミュニティバスが来るか利用者に慣れ

てもらいたいため、時刻を変えないで、夏と冬で共通したダイヤにしている。

・利用形態も診療所からＡコープへ、さらには温泉方面へと複雑な動きをしている利用

者が増えてきた。さまざまな使い方をする人が増えてきたのは入広瀬コミュニティバ

スだけではないと思う。

・路線バスやＪＲ，小出市街地での乗合タクシーなど、市民の方々に上手な使い方・動

き方を行政含めて PRしてもらいたいと思う。

・入広瀬から魚沼基幹病院行って帰ってくるのに一日かかる。路線バスの現状を教えて

ほしい。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・路線バスの乗り継ぎを含めて課題は認識している。例えば小出病院に来たついでに原

信やウオロクに行きたいと思ったが、行き方が分からず諦めて帰るといった声もある。

つまり、情報発進の仕方が悪い、認知度が足りない部分があると感じている。これらの

課題を解消する必要がある。入広瀬の方々は市街地に出てきてからのアクセスが分か

らないと思うので、利用者がわかる方法で発信をしていく必要がある。

・魚沼基幹病院へのアクセスについては事務局から説明願う。

〇事務局

・小出～浦佐線の路線バスが１日４往復ある。入広瀬の方々は小出駅が乗り換え拠点と

なる。小出駅から魚沼基幹病院経由浦佐行きに乗ってもらう形である。しかし、荒金経

由のため、時間がかかりアクセスが悪い状況である。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・浦佐バイパスの開通による路線バスの経路変更はあるのか。

〇事務局

・小出～六日町線を浦佐で切って魚沼基幹病院行きにできないか、南越後観光バスと南

魚沼市と協議をしている。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・決まったら随時情報提供してほしい。

・課題の修正等を行い次回までに提示してもらいたいと思う。

・達成度評価について、捉える年度を統一したほうがいいと思う。

・調査予定の事項も早めに資料を提示できるように準備してもらいたい。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・協議事項について、一部修正を含めて、原案の通り承認してよろしいか。

【採択】承認
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２）その他

〇関委員（南越後観光バス㈱）

・小出駅前広場の区画線の改修を実施する連絡を変更内容が決まった後にもらったが、

今回の改修はバスの動きに関係が無いと思うので良いのだが、乗り継ぎ拠点として利

用者の利便性にも関わるところなので、今後区画線の改修等があれば事前に連絡をも

らったうえで、協議をさせてもらえればと思う。

〇事務局

・南越後観光バスに連絡が遅くなったことは申し訳なかった。今回はバスについての変

更はないが、随時連絡したいと思う。

〇佐藤会長（魚沼市長）

・大変申し訳なかった。事前に協議をしたうえで了解を得るようにしたいと思う。

４．その他

〇事務局

・第４回協議会は、12 月 14 日（月）を予定している。

５．閉 会

閉会あいさつ（宮腰副会長）
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【別紙】


